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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、経済対策効果や、雇用環境の改善などを背景に、消費税増

税後の反動減から緩やかな回復基調にありますが、原材料価格の上昇や世界経済の減速懸念が内在する中、景気

の先行きは、楽観を許さない状況が続いております。 

このような環境のなかで、中期経営計画の最終年度を迎え、引き続き「安定した収益力」と「財務健全化の達

成」の基本方針を継続し、業績の向上に努めて参りました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間は、売上高は104億92百万円（前年同期比2.0％増）、営業利益４億49百

万円（前年同期比12.4％増）、経常利益３億12百万円（前年同期比21.6％増）、四半期純利益は２億80百万円

（前年同期比20.7％増）となりました。 

当社グループのセグメント別の概況は、次のとおりであります。 

 

①化成品事業

燐酸などの燐系製品につきましては、一般品および二次塩類等の出荷量が、横ばいで推移したものの、価格

改定が寄与し増収となりました。また、電子工業向け高純度品は、半導体向け需要が回復基調で推移したこと

から、国内外共に販売数量を伸ばし大幅な増収となりました。 

水処理用などの凝集剤は、上下水道向けが堅調に推移したことに加え、民間向けも伸び、商品の価格改定に

より増収となりました。コンデンサー向け原料、消臭剤は、減収となりました。 

この結果、当セグメントの売上高は、72億９百万円（前年同期比6.6％増）、セグメント利益（営業利益）

は、４億56百万円（前年同期比72.6％増）となりました。 

②機械事業

破砕関連機械につきましては、国内向けの単体販売が低水準であったものの、海外向けが寄与したことから

増収となりましたが、部品販売及びプラントは震災復興需要の一巡と、消費税増税前の駆け込み需要の反動に

より、減収となりました。鋳鋼品につきましても、減収となりました。 

下水道関連の掘進機は、本体販売及び付属装置が減収となり、レンタル物件も、関連工事量の減少と競争の

激化により大幅な減収となりました。 

精密機械加工は、新規顧客開拓により増収となりました。 

この結果、当セグメントの売上高は、18億31百万円（前年同期比10.4％減）、セグメント利益（営業利益）

は、55百万円（前年同期比73.6％減）となりました。 

③電子材料事業

ガリウムは、販売数量はほぼ横ばいで推移したものの、販売価格の下落により減収となりました。インジウ

ムにつきましては顧客の事業撤退や販価の下落による影響がありましたが、新規用途向の販売増により増収と

なりました。また、赤燐・酸化ホウ素につきましては、販売数量の減少により減収となりました。 

この結果、当セグメントの売上高は、８億27百万円（前年同期比3.7％減）、セグメント利益（営業利益）

は、40百万円（前年同期比30.9％減）となりました。 

④その他

石油精製用触媒の再生事業は、引き続き堅調に推移したことに加え、出荷の前倒しもあったことから増収と

なりました。不動産の賃貸は、微減となりました。 

この結果、当セグメントの売上高は、６億24百万円（前年同期比0.4％増）、セグメント利益（営業利益）

は、３億72百万円（前年同期比1.3％増）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

当第２四半期連結会計期間末における資産につきましては、流動資産が前連結会計年度末に比べて13億51百

万円減少し、135億13百万円となりました。この主な内訳は、現金及び預金が10億円減少、受取手形及び売掛

金が６億44百万円減少した一方、たな卸資産が２億82百万円増加したことなどによるものであります。固定資

産は前連結会計年度末に比べて１億59百万円減少し、157億44百万円となりました。この主な内訳は、有形固

定資産が３億５百万円減少した一方、投資その他の資産が１億33百万円増加したことなどによるものでありま

す。

当第２四半期連結会計期間末における負債につきましては、主として長短合わせた借入金が17億47百万円減

少したことなどによって、前連結会計年度末に比べて17億54百万円減少し212億35百万円となりました。

当第２四半期連結会計期間末における純資産につきましては、四半期純利益２億80百万円を計上したことな

どによって、前連結会計年度末に比べ２億43百万円増加し80億22百万円となりました。

この結果、当第２四半期連結会計期間末における資産合計は292億58百万円となり、自己資本比率は27.2％

となりました。

 

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末

に比べ10億円減少し、34億73百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は11億47百万円となりました。主な内訳は、税金等調整前四半期純利益３億

24百万円、減価償却費４億99百万円、売上債権の減少６億30百万円及びたな卸資産の増加２億94百万円によ

るものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は３億96百万円となりました。主な内訳は、有形固定資産の取得による支出

２億47百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は17億31百万円となりました。主な内訳は、長期借入金の返済による支出16

億18百万円によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

今後の見通しといたしましては、国内経済は、経済対策、金融政策を背景に、引き続き内需を中心に底堅く推

移するものと思われますが、一方で世界経済は、米国経済の好調は続くものの、欧州、中国・新興国経済の減速

は鮮明になっており、また、地政学的リスクも依然予断を許さないものがあります。このため、経済の先行きは

強い不透明感を内包していると思われます。 

このような見通しの中、化成品事業は、半導体向け高純度燐酸の販売は好調が続くものと見込んでおります

が、円安進行による原料価格の高騰のため、損益が圧迫されることが予想されます。機械事業は、下水道関連の

掘進機が海外向け販売を中心に好調に推移するものと予想しております。電子材料事業は、依然商品市況の軟調

が続いているため、厳しい状況が予想されます。また、石油精製用触媒の再生事業は、販売が一部上期に前倒し

となったため大幅減益を見込んでおります。 

このため、業績予想につきましては、第２四半期累計期間の損益は計画を上回って推移しておりますが、事業

環境の先行きに多くの不透明要素があるため、業績予想の見直しは行っておりません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以

下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げ

られた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退

職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法につ

いても、従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見

込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２

四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金

に加減しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債及び利益剰余金に与える影響、また、当

第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はそれぞれ軽微で

あります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,473 3,473 

受取手形及び売掛金 6,854 6,210 

商品及び製品 1,333 1,499 

仕掛品 871 1,016 

原材料及び貯蔵品 853 824 

その他 497 509 

貸倒引当金 △19 △21 

流動資産合計 14,865 13,513 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 5,405 5,227 

機械装置及び運搬具（純額） 1,847 1,726 

工具、器具及び備品（純額） 322 413 

土地 5,155 5,150 

リース資産（純額） 35 31 

建設仮勘定 192 104 

有形固定資産合計 12,959 12,654 

無形固定資産    

借地権 919 919 

その他 31 43 

無形固定資産合計 951 963 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,278 1,255 

その他 762 918 

貸倒引当金 △47 △47 

投資その他の資産合計 1,993 2,126 

固定資産合計 15,903 15,744 

資産合計 30,769 29,258 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,401 3,115 

短期借入金 10,444 9,629 

未払法人税等 60 55 

賞与引当金 166 224 

その他 1,448 1,705 

流動負債合計 15,523 14,730 

固定負債    

長期借入金 4,506 3,574 

退職給付に係る負債 2,378 2,394 

その他 582 536 

固定負債合計 7,467 6,505 

負債合計 22,990 21,235 

純資産の部    

株主資本    

資本金 8,443 8,443 

利益剰余金 △406 △122 

自己株式 △35 △35 

株主資本合計 8,000 8,284 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △49 △78 

繰延ヘッジ損益 △1 - 

為替換算調整勘定 84 △19 

退職給付に係る調整累計額 △354 △242 

その他の包括利益累計額合計 △321 △340 

少数株主持分 98 78 

純資産合計 7,778 8,022 

負債純資産合計 30,769 29,258 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 10,283 10,492 

売上原価 7,895 8,038 

売上総利益 2,388 2,454 

販売費及び一般管理費 1,988 2,004 

営業利益 400 449 

営業外収益    

受取配当金 7 7 

受取地代家賃 20 27 

為替差益 45 81 

違約金収入 47 - 

その他 59 34 

営業外収益合計 180 151 

営業外費用    

支払利息 173 148 

休止鉱山鉱害対策費用 41 50 

その他 108 88 

営業外費用合計 323 288 

経常利益 257 312 

特別利益    

土地売却益 - 14 

特別利益合計 - 14 

特別損失    

減損損失 - 2 

特別損失合計 - 2 

税金等調整前四半期純利益 257 324 

法人税、住民税及び事業税 42 42 

法人税等調整額 △9 △3 

法人税等合計 33 39 

少数株主損益調整前四半期純利益 223 284 

少数株主利益又は少数株主損失（△） △8 4 

四半期純利益 232 280 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 223 284 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 25 △28 

繰延ヘッジ損益 △7 1 

為替換算調整勘定 101 △129 

退職給付に係る調整額 - 112 

その他の包括利益合計 119 △43 

四半期包括利益 343 241 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 332 261 

少数株主に係る四半期包括利益 11 △20 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 257 324 

減価償却費 544 499 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 110 - 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - 131 

受取利息及び受取配当金 △9 △8 

支払利息 173 148 

土地売却損益（△は益） - △14 

減損損失 - 2 

売上債権の増減額（△は増加） 419 630 

たな卸資産の増減額（△は増加） 64 △294 

その他の資産の増減額（△は増加） △1 △4 

仕入債務の増減額（△は減少） △65 △285 

その他の負債の増減額（△は減少） 117 179 

その他 △9 30 

小計 1,601 1,338 

利息及び配当金の受取額 9 9 

利息の支払額 △177 △151 

法人税等の支払額 △63 △48 

法人税等の還付額 2 0 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,372 1,147 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △412 △247 

長期前払費用の取得による支出 - △159 

その他 2 9 

投資活動によるキャッシュ・フロー △409 △396 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △94 △105 

長期借入れによる収入 2,800 - 

長期借入金の返済による支出 △1,944 △1,618 

その他 △7 △7 

財務活動によるキャッシュ・フロー 753 △1,731 

現金及び現金同等物に係る換算差額 51 △20 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,767 △1,000 

現金及び現金同等物の期首残高 4,018 4,473 

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,785 3,473 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注)１ 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)３ 

 
化成品 
事業 

機械 
事業 

電子材料 
事業 

計 

売上高                

外部顧客への売上高 6,760 2,042 858 9,662 621 10,283 － 10,283 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
8 － 9 17 14 32 △32 － 

計 6,768 2,042 868 9,680 636 10,316 △32 10,283 

セグメント利益 264 210 58 533 367 900 △500 400 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、石油精製用触媒再生及び不動産

の賃貸等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△500百万円には、各報告セグメントに配賦していない全社費用△500百万円などが

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ  当第２四半期連結累計期間（自  平成26年４月１日  至  平成26年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 
（注)１ 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注)３ 

 
化成品 
事業 

機械 
事業 

電子材料 
事業 

計 

売上高                

外部顧客への売上高 7,209 1,831 827 9,868 624 10,492 － 10,492

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
5 － － 5 21 26 △26 －

計 7,214 1,831 827 9,873 645 10,518 △26 10,492

セグメント利益 456 55 40 552 372 925 △475 449

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、石油精製用触媒再生及び不動産

の賃貸等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△475百万円には、各報告セグメントに配賦していない全社費用△476百万円などが

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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